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がすでに種の絶滅に表れていると仮定した値（将来の森林減少は残存種の追加的ながすでに種の絶滅に表れていると仮定した値（将来の森林減少は残存種の追加的な
絶滅につながる）。絶滅率の下限は、過去の森林減少の影響は全く種の絶滅に表れ絶滅につながる）。絶滅率の下限は、過去の森林減少の影響は全く種の絶滅に表れ
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ていないと仮定した値（将来の森林減少は残存種の追加的な絶滅に部分的にしかつ
が BAU （$0） 最小（$50億） 部分的（$150億） 完全（$250‐290億）ながらない）。ながらな ）。

REDD+の年間資金（全世界）REDD+の年間資金（全世界）
出典: Jonah Busch, Fabiano Godoy, Will Turner, Celia Harvey (2011). “Biodiversity co‐出典: Jonah Busch, Fabiano Godoy,  Will Turner, Celia Harvey (2011).  Biodiversity co
benefits of reducing emissions from deforestation under alternative reference levelsbenefits of reducing emissions from deforestation under alternative reference levels 
and levels of finance.”  Conservation Letters. 4(2)101‐115. ( )

③ボリビ における保全と開発の連携②インドネシアでのREDD に対する ③ボリビアにおける保全と開発の連携②インドネシアでのREDD+に対する ③ボリビアにおける保全と開発の連携②インドネシアでのREDD+に対する
経済的イ ブ 成経済的インセンティブの形成 ボリビアでの森林減少が少し減るだけで これからの10年間に世界中で何十億ドルもの経済的インセンティブの形成 ボリビアでの森林減少が少し減るだけで、これからの10年間に世界中で何十億ドルもの

が ば気候変動被害の削減につながる。この額に比べれば小額な国際的資金援助であっても、

イ ドネシ にお 異なるナシ ナ サブナシ ナ 経済イ セ

気候変動被害の削減に ながる。 の額に比 れば小額な国際的資金援助であっても、
国の農業収入を上回る歳入がボリビアにもたらされる しかし ボリビア政府は市場ベーインドネシアにおいて、異なるナショナル・サブナショナルのREDD+の経済インセンティ 国の農業収入を上回る歳入がボリビアにもたらされる。しかし、ボリビア政府は市場ベー
スの国際 メカ ズムに強く反対しているため 市場に基づかない代替手段を見

、 済
ブの仕組みが2000年から2005年に導入されていたと仮定して 温室効果ガスの排出 スの国際REDD+メカニズムに強く反対しているため、市場に基づかない代替手段を見つブの仕組みが2000年から2005年に導入されていたと仮定して、温室効果ガスの排出
量と国およびロ カルの収入に いて推計した カ ボン の支払いの影響は この け出す必要に迫られている このプロジェクトの目的は 全ての主要ステークホルダーが量と国およびローカルの収入について推計した。カーボンへの支払いの影響は、この け出す必要に迫られている。このプロジェクトの目的は、全ての主要ステ クホルダ が

参加し カ ボン市場以外の国際資金を獲得でき 森林減少と貧困を同時に削減させる期間に観測された森林減少のパターンと 農地に転換する利益とコスト空間的な差異 参加し、カーボン市場以外の国際資金を獲得でき、森林減少と貧困を同時に削減させる、期間に観測された森林減少のパタ ンと、農地に転換する利益とコスト空間的な差異
から計量経済学的に換算した 国際カ ボン価格を $10/tCO とした 衡平で効果的なメカニズムをボリビア政府が設計し実行する支援をすることである。から計量経済学的に換算した。国際カーボン価格を $10/tCO2eとした。 衡平で効果的なメカニズムをボリビア政府が設計し実行する支援をすることである。

○規制によるイ セ ブにより排出量が参照 ベ から /○規制によるインセンティブにより排出量が参照レベルから26％＝211MtCO2e/yr2 /y
（95％信頼区間：163‐247 MtCO e/yr; 20‐31%）減少し プログラムの財政は黒字と推定（95％信頼区間：163‐247 MtCO2e/yr; 20‐31%）減少し、プログラムの財政は黒字と推定
されたされた。
○生態系サービスへの支払い（PES）を想定した単純ボランタリー・インセンティブでは○生態系サ ビスへの支払い（PES）を想定した単純ボランタリ インセンティブでは、
排出量は参照レベルから8％ 62MtCO / （95%信頼区間 45 76 MtCO2 / 6 9%）排出量は参照レベルから8％＝62MtCO2e/yr（95%信頼区間：45‐76 MtCO2e/yr; 6‐9%）
の減少に留まり、プログラムの財政は赤字と推定された。の減少に留まり、プログラムの財政は赤字と推定された。

○政策に改善を加えた改良ボランタリ インセンティブは 規制によるインセンティブ○政策に改善を加えた改良ボランタリー・インセンティブは、規制によるインセンティブ
とほぼ同等の効果があり、参照レベルから22％＝175MtCO2e/yr（95％信頼区間：136‐とほぼ同等の効果があり、参照レ ルから22％ 175MtCO2e/yr（95％信頼区間：136
207 MtCO e/yr; 17 26%）の減少が推定された 改良点は ①排出削減に対し サイト207 MtCO2e/yr; 17‐26%）の減少が推定された。改良点は、①排出削減に対し、サイト
単位 はなく り広 地域（ ）を単位と 支払 を行う と ②想定される単位ではなくより広い地域（District）を単位として支払いを行うこと、②想定されるBAU単位 なく り広 域（ ）を単位 支払 を行う 、②想定される
レベルに合致する参照レベルからの削減に対して支払いを行うこと ③Districtでの収レベルに合致する参照レベルからの削減に対して支払いを行うこと、③Districtでの収
入の 部を国家政府と共有する と ④国家政府が負うべき ストの 部を が入の一部を国家政府と共有すること、④国家政府が負うべきコストの一部をDistrictが
負担すること負担すること。

Figure 3 森林減少を削減するための異なる方法に基づく支払い額の分布Figure 3 –森林減少を削減するための異なる方法に基づく支払い額の分布
づ左）推定されたベースラインからの成果に基づき支払いが行われる一般的なREDDの下左）推定された スラインからの成果に基 き支払いが行われる 般的なREDDの下

での支払額の分布での支払額の分布。

ボ プ グ づ右）エクアドルのソシオ・ボスケ・プログラムに倣った保全と開発コントラクト制度に基づく右） クアドルのソシオ ボスケ プ グラムに倣った保全と開発 ントラクト制度に基 く
支払い額の分布 この制度の下では 政府は面積当たりの支払いを 残存する森林を支払い額の分布。この制度の下では、政府は面積当たりの支払いを、残存する森林を
守る とを約束 た 対 行う 支払 対象となる は 使え守ることを約束したコミュニティーに対して行う。支払い対象となるコミュニティーは、使えを約束 ィ 行う。支払 象 ィ 、使
る資金額と 貧困軽減・森林減少のリスク・気候変動緩和の効果・生態系サービスの提る資金額と、貧困軽減・森林減少のリスク・気候変動緩和の効果・生態系サ ビスの提
供の観点からの評価システムにより優先度が決められる供の観点からの評価システムにより優先度が決められる。

イ ドネシアにおける 下の排出削減の可能性の地理的分布（Figure 2 –インドネシアにおけるREDD+下の排出削減の可能性の地理的分布（2000‐g
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